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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名して下さい。

＜連絡事項＞

・防災委員会より、緊急連絡網が更新されています。自分の同じ列の連絡先と緊急連絡があった際の対応方法について、確認・把握をお願いします。

＜患者様連絡事項＞

・中居　松男　様～足首痛訴えあり、ハップスター１Ｐ処方となっています。　　　　　　　　

・佐々木　悦子様～「T.H様に叩かれた」と左手背に20mm程の内出血あり。ハップスター１Ｐ処方となっています。
・澤口　直美　様～療養環境調整目的にて東Ａユニット10号室から東Ｃユニット5号室へ移動となっています。

＜隔離入室患者様＞

・小笠原　久年様～幻聴に左右され、暴力行為に至る可能性が高いため、時間隔離継続中。
　　　　　　　　　表情の硬さなく、穏やかな様子です。喫煙要求や喫煙室を気にする行動もみられません。

・山本　達雄　様～興奮状態が強く暴力行為、器物破損行為に至る可能性がある為、終日隔離継続中。本日より8時～10時、12時～14時で開放観察実施の指示となっています。開放観察中は、他者とも交流し穏やかに過ごしているが、入室時はドア叩きや帰宅要求みられています。開放時間の拡大に向けた、精神症状の評価を行っていきましょう。

・木村　格治　様～被刺激性の亢進あり、躁状態で暴力行為に至る可能性があるため終日隔離継続中。洗面対応時に他者へ干渉し、易怒的となることや、入室後も大声を出し、他患者様に対する暴言聞かれています。喫煙や嗜好品などの要求の度にドア蹴りあり、説明に対しても聞き入れ出来ず、口調荒く攻撃的な発言続いている。スタッフを変えることや男性スタッフにて対応行っています。

・種市　久子　様～不穏・興奮状態強く、他者への粗暴行為の可能性が高い為、終日隔離開始。

　　　　　　　　　早朝深夜帯にて、他室へ侵入し、他者へ粗暴行為あり。見守り介入行うが、

　　　　　　　　　叫ぶなど興奮強く、説明への聞き入れが出来ない状態。他室への侵入繰り返しあり、安ヶ平Dr.へ報告し、9:30から東病棟Ａユニット10号室へ移動し、

　　　　　　　　　終日隔離開始の指示あり、実施しています。また、主治医診察にて本日昼よりロドピン（２５）３Ｔ　３×毎食後が３日分臨時処方となっています。引き続き、早期隔離解除に向けた精神症状の観察を行っていきましょう。

・續石　啓介　様～自傷行為の危険性高い為、身体拘束継続中。本人希望により、本日朝より粥食へ食事変更となっています。朝食は拒否していたが、姉様面会あり穏やかに会話されている。差し入れの間食と昼食も2/3ほど摂取出来ています。

＜要注目患者様ケース検討＞

・江刺家　陽輝様～昨夜の入院以降、投げやりな発言あり、スタッフの声掛けや検査にも拒絶を続けています。食事や服薬も拒否が続いている為、田名部Ｄｒ．に報告し、本日から6/9まで、拒薬と拒食の予測指示が出ています。食事は時間を掛けて促していきましょう。

＜措置入院患者様ケース検討＞　

・藤井　崇史　様～幻聴・妄想に左右された発言はないが、表情硬く、軽度の振戦みられていま

す。理性にて行動化を抑えている様子があるため、傾聴にて内在する精神症

状の動きを観察していきましょう。

・中山　奈奈　様～本日特に苛々感が強いとの訴え聞かれ、9：40予測指示のレボトミン（２５）

１Ｔ服用しています。昼食後も苛々が強く、自室にて大声で叫ぶことがあり、傾聴行っています。引き続き、他者とのトラブルがないように、観察・介入していきましょう。

・宮崎　宏之　様～ホール内落ち着きなく、歩き回っているが他室への侵入や迷惑行為はみられません。夜間もトラブルなく休むこと出来ています。

＜新入院患者様＞

患者様氏名：江刺家　陽輝（えさしか　ひろき）様（21）男性　

　　　主病名：広汎性発達障害

　身体合併症：なし

    入院形態：医療保護入院

　入院年月日：H26年6月6日（当院6回目）

      主治医：深澤Ｄｒ

住所・連絡先：八戸市大字河原木字見立山8-25（0178-28-5482）

　　病　　棟：東病棟　Aユニット

　援　助　者：江刺家　幸枝様（母）
＜経過＞

　当院5回の入院歴あり、本日で入院6回目。H25年6月8日当院退院後は、当院への外来通院、精神科デイケア青陽館、訪問看護五福の利用をして治療を継続していた。自宅では祖母の介護、家事等を行っていた。H25年6月17日当院へ架電あり、介護疲れが生じ、ストレスが溜まっていることを報告している。翌日診察にて、イライラして大声を出してしまったことを報告されている。その後も自宅生活に関する不満の訴え継続していた。情緒不安あり、デイケアの通所、外来通院拒否も見られていた。

H26年6月6日　15：00頃本人が道端(シンフォニープラザ付近)でうずくまっていた。赤ちゃんを抱いた女性が本人の近くを通り過ぎた際に、本人と目が合い、突然本人が立ち上がり、女性に向けて手をふりかざした。本人の行動に驚いた女性が転倒。口元を軽く切る怪我を負われている。

　同日 15：04一般の方より「女性が男性に襲われている」と110番通報あり。15：05八戸市沼館付近で本人がうずくまっていたところを八戸警察署警察官が発見。本人へ話しかけたものの反応は薄く、「もう全てがどうでもいい」「いなくなりたい」と身体をふるわせながら話していた。自力で立ち上がることが出来ず、八戸警察署警察官が本人を保護する。15：45母より当院へ架電あり。外来Ns対応。

　本人は17時頃までは会話が出来ず、問いかけにも応答はなかった。保護された後は八戸警察署保護室にて過ごしていたが、徘徊や独語がみられ、話が噛み合わない様子もあった。

　同日18：30　法23条通報が行われ、一次診察実施(みちのく記念病院：石山Dr)。措置不要と判定。女性に対して手をふりあげた理由を問うと「自分の癖だ」と返答。実際に殴るつもりはなかったと話されている。

　19：38警察官2名、保健師2名、兄様に付き添われ来院。当直医（田名部Dr）に報告し、診察。服薬に関して「飲めていなかった時もありました」「家にいる時が一番辛い」等、表情硬くして投げやりな口調で話されている。

　H26年6月6日（19：45）自宅対応困難、入院加療の必要性あることから、兄様同意にて東病棟Aユニット16号室へ医療保護入院となる。







